
様式１　

平成３０年度

連合大学院又は共同教育課程による申請の場合，その別　※ 該当する場合には○を記入

授与する博士学
位分野・名称

博士（グローバルヘルス），博士（医学），博士（歯学），博士（薬学），博士（学
術），博士（工学），博士（環境科学），博士（水産学），博士（海洋科学）

54030

英語名称 Global Health Elite Programme for Building a Healthier World

学生の所属する
専攻等名

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

７．

１０．連携先機関名（他の大学，民間企業等と連携した取組の場合の機関名，研究科専攻等名）

ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院（LSHTM），北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター，帯広畜産大学
原虫病研究センター，国立国際医療研究センター（NCGM），国際協力機構（JICA），シスメックス株式会社

（機関名：長崎大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [採択時公表。ただし，項目１１，１２については非公表]　

機関名 長崎大学 機関番号 17301

北　潔　（長崎大学大学院　熱帯医学・グローバルヘルス研究科長）

　　 （ふりがな）

       氏名・職名

８． 【以下，すべての研究科・専攻は長崎大学】
多文化社会学研究科多文化社会学専攻,工学研究科総合工学専攻，工学研究科生産システム工学専攻，工学
研究科グリーンシステム創成科学専攻，水産・環境科学総合研究科水産学専攻，水産・環境科学総合研究
科環境科学専攻，水産・環境科学総合研究科環境海洋資源学専攻，水産・環境科学総合研究科海洋フィー
ルド生命科学専攻，医歯薬学総合研究科保健学専攻，医歯薬学総合研究科災害・被ばく医療科学共同専
攻，医歯薬学総合研究科医療科学専攻，医歯薬学総合研究科新興感染症病態制御学系専攻，医歯薬学総合
研究科放射線医療科学専攻，医歯薬学総合研究科先進予防医学共同専攻，医歯薬学総合研究科生命薬科学
専攻，熱帯医学・グローバルヘルス研究科グローバルヘルス専攻，熱帯医学・グローバルヘルス研究科長
崎大学－ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院国際連携グローバルヘルス専攻

連合大学院 共同教育課程

９．

   　（ふりがな） (ありよし　こうや)

コーディネーター 氏名・職名 有吉　紅也　（長崎大学 熱帯医学研究所 教授）

６．

プログラム名称 世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム

関連する領域（３）
【任意】

②社会において多様な価値・システムを創造するような，文理融合領域，学際領域，新領域

３． プログラム

なし

なし

なし

４． 設定する領域

生体情報内科学およびその関連分野

感染症内科学関連

５． 主要区分

社会医学、看護学およびその関連分野

衛生学および公衆衛生学分野関連：実験系を含む

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は，全ての構成大学の学長について記入し，申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

河野
(こうの

  茂
しげる)

　  （長崎大学長）

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） (きた　きよし）

氏名・職名

最も重視する領域
【必須】

関連する領域（１）
【任意】

関連する領域（２）
【任意】

I

54

最も関連の深い区分
（大区分）

最も関連の深い区分
（中区分）

最も関連の深い区分
（小区分）

I

58

58020



様式１　

[採択時公表]

ウイルス学
医学博士

（機関名：長崎大学　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

川上　純 ｶﾜｶﾐ ｱﾂｼ
リウマチ・

膠原病内科学
医学博士

研究指導（リウマチ・膠原病内科学）

細菌学・
公衆衛生学

博士（医学）
研究指導（感染症分子疫学）

泉川　公一 ｲｽﾞﾐｶﾜ ｺｳｲﾁ
感染制御学・

真菌学
博士（医学）

研究指導（感染制御学・真菌学）

樋泉　道子 ﾄｲｽﾞﾐ ﾐﾁｺ
小児科学・疫学・
小児感染症学
博士（医学）

研究指導（小児科学・疫学・小児感染症学）

鈴木　基 ｽｽﾞｷ ﾓﾄｲ
感染症疫学・
熱帯医学

博士（医学）
研究指導（感染症疫学・熱帯医学）

森田　公一 ﾓﾘﾀ ｺｳｲﾁ

吉田　レイミント ﾖｼﾀﾞ ﾚｲﾐﾝﾄ

濱野　真二郎 ﾊﾏﾉ ｼﾝｼﾞﾛｳ
寄生虫学・免疫学
博士（医学）

講義（病原微生物学Ⅱ），研究指導（寄生虫
学・免疫学）

講義（病原微生物学Ⅰ），研究指導（ウイル
ス学）

上村　春樹 ｳｴﾑﾗ ﾊﾙｷ
原虫学・生化学

薬学博士
研究指導（原虫学・生化学）

Culleton Richard Leighton ｶﾚﾄﾝ ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾚｲﾄﾝ
Malariology

PhD
研究指導（Malariology）

感染症学
医学博士

研究指導（感染症学）

和田　崇之 ﾜﾀﾞ ﾀｶﾕｷ

平山　謙二 ﾋﾗﾔﾏ ｹﾝｼﾞ
免疫遺伝学

博士（医学）

講義（免疫学，バイオテクノロジー），研究
指導（免疫遺伝学）

Chris Ng Fook Sheng ｸﾘｽ ｳﾝ ﾌｯｸ ｼｪﾝ
生物統計学

博士(保健学)
講義（疫学，統計学），研究指導（生物統計
学，環境疫学）

松井　三明 ﾏﾂｲ ﾐﾂｱｷ
リプロダクティブヘル

ス・母子保健学

博士（医学）

講義（リプロダクティブヘルス・プログラムマネージメン
ト），研究指導（リプロダクティブヘルス・母子保健学）

増田　研 ﾏｽﾀﾞ ｹﾝ
医療人類学

博士（社会人類
学）

講義（医療人類学），研究指導（医療人類学）

橋爪　真弘 ﾊｼﾂﾞﾒ ﾏｻﾋﾛ
疫学

博士（医学）
卓越大学院運営委員，卓越合同学務委員，講
義（疫学・統計学），研究指導（疫学）

金子　聰 ｶﾈｺ ｻﾄｼ
疫学・情報学
博士（医学）

講義（社会起業論），研究指導（疫学・情報
学）

金子　修 ｶﾈｺ ｵｻﾑ
寄生虫学・マラリア分
子生物学・集団遺伝学

博士（医学）

講義（病原微生物学II（病原性原虫）），研究指導（寄生虫
学・マラリア分子生物学・集団遺伝学）

神谷　保彦 ｶﾐﾔ ﾔｽﾋｺ
小児保健・
緊急援助

博士（医学）

講義（グローバルヘルスⅠ，小児保健，緊急援助），研究指
導（国際地域保健学，保健政策・マネジメント関連）

門司　和彦 ﾓｼﾞ ｶｽﾞﾋｺ
人類生態学・

熱帯公衆衛生学
保健学博士

卓越大学院運営委員，講義（グローバルヘルス・ヘルスプロ
モーション），研究指導（人類生態学・熱帯公衆衛生学）

塚元　和弘 ﾂｶﾓﾄ ｶｽﾞﾋﾛ
分子遺伝学・

腫瘍学
博士（医学）

卓越大学院運営委員長

菊地　太郎 ｷｸﾁ ﾀﾛｳ
開発援助・
国際協力

学士（経済学）
講義（援助論）

Christopher Smith ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｽﾐｽ
Clinical Medicine &

Epidemiology
PhD

卓越大学院運営委員，研究指導（Clinical
Medicine & Epidemiology）

Sharon Cox ｼｬﾛﾝ ｺｯｸｽ

Nutrition and Infection,
Maternal and child

healtth
PhD

卓越大学院運営委員，講義（疫学・統計学・栄養），研究指

導（Nutrition and Infection, Maternal and child healtth）

現在の専門
学位

役割分担
(平成３０年度における役割)

（プログラムコーディネーター）

有吉　紅也 ｱﾘﾖｼ ｺｳﾔ
臨床熱帯医学

医学博士

（プログラム責任者）

北　潔 ｷﾀ ｷﾖｼ
寄生虫学・生化学

薬学博士
事業統括マネジメント，卓越大学院運営委員，講義（病原微
生物学III）研究指導（寄生虫学・生化学）

プログラムコーディネーター，卓越大学院運営委員，卓越合
同学務委員，講義（熱帯医学基礎，病原微生物学，臨床熱帯
医学），研究指導（臨床熱帯医学）

１３．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科長

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・教学担当理事・教務担当副学長

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・教授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・教授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・教授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・教授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・教授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・准教
授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・准教
授

長崎大学大学院・熱帯医学・グローバルヘルス研究科・准教
授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・教授

長崎大学・熱帯医学研究所・准教授

長崎大学・熱帯医学研究所・准教授

長崎大学・熱帯医学研究所・講師

長崎大学・熱帯医学研究所・助教

長崎大学・熱帯医学研究所・助教

長崎大学大学院・医歯薬学総合研究科・教授

長崎大学大学院・医歯薬学総合研究科・教授



様式１　

[採択時公表]

卓越合同学務委員

アドバイザー

研究指導（Vaccinology, Immunology,
Pediatrics）

卓越合同学務委員，研究指導（Mathematical
Modeling, Epidemiology）

研究指導（Parasitology, Molecular Biology, drug
development）

研究指導（Vaccinology, Tropical Child Health）

研究指導（Clinical Trial）

研究指導（Public Health）

Robin Bailey ﾛﾋﾞﾝ ﾍﾞｲﾘｰ
Tropical Medicine,
Infectious Diseases

PhD
研究指導（Tropical Medicine, Infectious Diseases）

（機関名：長崎大学　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

ロンドン大学衛生熱帯大学院・熱帯感染症研究科・教授

ロンドン大学衛生熱帯大学院・熱帯感染症研究科教授・臨床

熱帯医学修士専攻長

Umberto D'Alessandro ｳﾝﾍﾞﾙﾄ ﾃﾞｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛ
Malariology,
Epidemiology

PhD
研究指導（Malariology, Epidemiology）

Martin L. HIBBERD ﾏｰﾁﾝ ｴﾙ ﾋﾊﾞｰﾄﾞ

Emerging Infectious
Diseases, Genome

Research
PhD

研究指導（Emerging Infectious Diseases,
Genome Research）

Christopher John Drakeley ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｼﾞｮﾝ ﾄﾞﾗｯｸﾚｲ

Immunology,
Malariology

PhD
研究指導（Immunology, Malariology）ロンドン大学衛生熱帯大学院・熱帯感染症研究科・教授

ロンドン大学衛生熱帯大学院・熱帯感染症研究科・教授

ロンドン大学衛生熱帯大学院・熱帯感染症研究科・教授・

MRCガンビア研究拠点長

David Mabey ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄﾞ ﾒｲﾋﾞｰ
Tropical Infectious

Diseases
PhD

卓越合同学務委員，研究指導（Tropical
Infectious Diseases）

John Edmunds ｼﾞｮﾝ ｴﾄﾞﾓﾝｽﾞ
Mathematical Modeling,

Epidemiology
PhD

Beate Kampmann ﾋﾞｱﾃ ｶﾑﾝﾌﾟﾏﾝ
Vaccinology,

Immunology, Pediatrics
PhD

Brian Greenwood ﾌﾞﾗｲｱﾝ ｸﾞﾘｰﾝｳｯﾄﾞ
熱帯医学
医学博士

Audrey Prost ｵｰﾄﾞﾚｲ ﾌﾟﾛｰｽﾄ
Social epidemiology

PhD
ロンドン大学衛生熱帯大学院・公衆衛生・政策研究科・教

授・教学担当理事

ロンドン大学衛生熱帯医学大学院・熱帯感染症研究科・教授

ロンドン大学衛生熱帯大学院・MRCガンビア研究拠点・教

授・ワクチン免疫部門長

ロンドン大学衛生熱帯大学院・疫学集団健康研究科・教授

Richard Coker ﾘﾁｬｰﾄﾞ ｺｰｶｰ
Public Health

PhD

Ian Roberts ｲｱﾝ ﾛﾊﾞｰﾂ
Clinical Trial

PhD

Kim Mullholand ｷﾑ ﾑﾙﾎﾗﾝﾄﾞ

Vaccinology,
Tropical Child

Health
PhD

John Morrison Kelly ｼﾞｮﾝ ﾓﾘｿﾝ ｹﾘｰ

Parasitology, Molecular
Biology, drug
development

PhD

ロンドン大学衛生熱帯大学院・熱帯感染症研究科・教授

ロンドン大学衛生熱帯大学院・疫学集団健康研究科・教授

ロンドン大学衛生熱帯大学院・疫学集団健康研究科・教授・

臨床治験センター長

ロンドン大学衛生熱帯大学院・公衆衛生・政策研究科・教授

重富　陽介 ｼｹﾞﾄﾐ ﾖｳｽｹ
環境システム学，

産業エコロジー学

博士 (エネルギー科学)

研究指導（環境システム学，産業エコロジー
学）

松本　健一 ﾏﾂﾓﾄ ｹﾝｲﾁ
環境経済学・環境政
策・応用経済学
博士（総合政策）

研究指導（環境経済学・環境政策・応用経済
学）

濱崎　宏則 ﾊﾏｻｷ ﾋﾛﾉﾘ
環境政策学，

環境ガバナンス論
博士（政策科学）

研究指導（環境政策学，環境ガバナンス論
（水資源管理））

長崎大学大学院・水産・環境科学総合研究科・准教授

長崎大学大学院・水産・環境科学総合研究科・准教授

長崎大学大学院・水産・環境科学総合研究科・助教

Anne Mills ｱﾝ ﾐﾙｽﾞ
Public Health,

Health economics
PhD

Peter Piot ﾋﾟｰﾀｰ ﾋﾟｵｯﾄ 熱帯医学・ウイルス学
医学博士 アドバイザー

山本　裕基 ﾔﾏﾓﾄ ﾕｳｷ
環境経済学・
開発経済学

博士（経済学）
研究指導（環境経済学・開発経済学）

アドバイザー

長崎大学大学院・水産・環境科学総合研究科・助教

ロンドン大学衛生熱帯医学大学院・学長

ロンドン大学衛生熱帯大学院・公衆衛生・政策研究科・教

授・副学長

木村　正成 ｷﾑﾗ  ﾏｻﾅﾘ
有機化学・
合成化学

博士（工学）
研究指導（合成化学）

見原　礼子 ﾐﾊﾗ  ﾚｲｺ
教育社会学・
子ども社会学
博士（社会学）

研究指導（教育社会学・子ども社会学）

COMPEL　RADOMIR ｺﾝﾍﾟﾙ ﾗﾄﾞﾐｰﾙ 比較政治学
博士（国際経済法学） 研究指導（比較政治学）

太田　貴大 ｵｵﾀ ﾀｶﾋﾛ 生態系サービス論
博士（工学）

研究指導（生態系サービス論）

中川　啓 ﾅｶｶﾞﾜ ｹｲ 水文学・水工学
博士（工学）

研究指導（水文学・水工学）

清水　康博 ｼﾐｽﾞ  ﾔｽﾋﾛ センサ材料科学
工学博士

研究指導（センサ材料科学）長崎大学大学院・工学研究科・教授

長崎大学大学院・水産・環境科学総合研究科・教授

長崎大学大学院・水産・環境科学総合研究科・准教授

西田　教行 ﾆｼﾀﾞ ﾉﾘﾕｷ ウイルス学
博士（医学）

卓越大学院運営委員，卓越合同学務委員，研
究指導（ウイルス学）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ
現在の専門

学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

１３．プログラム担当者一覧（続き）

小松　悟 ｺﾏﾂ ｻﾄﾙ
開発経済学・
環境経済学

博士（学術）
研究指導（開発経済学・環境経済学）

近江  美保 ｵｳﾐ ﾐﾎ
国際法，

国際人権法
博士（法学）

研究指導（国際法，国際人権法，フェミニズ
ム国際法）

由井　克之 ﾕｲ ｶﾂﾕｷ 感染免疫学
医学博士

卓越大学院運営委員，卓越合同学務委員，講義
（免疫学），研究指導（感染免疫学）

機関名・所属(研究科・専攻等)・職名

長崎大学大学院・医歯薬学総合研究科・教授

長崎大学大学院・医歯薬学総合研究科・教授

長崎大学大学院・多文化社会学研究科・教授

長崎大学大学院・多文化社会学研究科・准教授

長崎大学大学院・多文化社会学研究科・准教授

長崎大学大学院・多文化社会学研究科・准教授

長崎大学大学院・工学研究科・教授



様式１　

[採択時公表]

（機関名：長崎大学　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

内橋　欣也 ｳﾁﾊｼ ｷﾝﾔ
診断機器・診断薬

商品開発
工学博士

講義（社会実装モジュール），研究指導（社会実
装）

シスメックス株式会社・第一エンジニアリング本部・細胞技

術グループ部長

河津　信一郎 ｶﾜﾂﾞ ｼﾝｲﾁﾛｳ
寄生虫学・分子寄

生虫学
博士（獣医学）

研究指導（寄生虫学・分子寄生虫学）

福本　晋也 ﾌｸﾓﾄ ｼﾝﾔ
節足動物学

博士（獣医学）
研究指導（節足動物学）

帯広畜産大学・原虫病研究センター・教授

帯広畜産大学・原虫病研究センター・准教授

大曲　貴夫 ｵｵﾏｶﾞﾘ ﾉﾘｵ 臨床感染症疫学
医学博士

研究指導（臨床感染症疫学）

溝上　哲也 ﾐｿﾞｳｴ ﾃﾂﾔ
疫学

博士（医学）
研究指導（疫学）

狩野　繁之 ｶﾉｳ ｼｹﾞﾕｷ
熱帯医学・
マラリア学
医学博士

研究指導（熱帯医学・マラリア学）
国立国際医療研究センター（研究所・熱帯医学・マラリア研

究部）・部長

国立国際医療研究センター・臨床研究センター・疫学・予防

研究部・部長

国立国際医療研究センター病院・国際感染症センター・副院

長

高田　礼人 ﾀｶﾀﾞ ｱﾔﾄ
ウイルス学

博士（獣医学）
研究指導（ウイルス学）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ
現在の専門

学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

１３ プログラム担当者一覧（続き）

機関名・所属(研究科・専攻等)・職名

北海道大学・人獣共通感染症リサーチセンター・教授
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（機関名：長崎大学　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム)
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（機関名：長崎大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】

項 目 内 容 備 考

【プロセス評価指標】

LSHTM とのクロスアポ

イントメント・派遣教員数

平成 30～31 年度 5 名 
平成 32～33 年度 8 名／年 
平成 34～36 年度 10 名／年 

LSHTM から長崎大へ長期派

遣される教員数。大学間連携を

象徴する指標。

博士前期課程招聘海外講

師講義時間割合

平成 30～31 年度 10% 
平成 32～33 年度 20% 
平成 34～36 年度 30% 

グローバルヘルス分野の一流

の教員による講義数を示す指

標

博士前期課程招聘企業講

師講義時間割合

平成 30～31 年度 3% 
平成 32～33 年度 5% 
平成 34～36 年度 10% 

産業界等との連携を示す指標。 

学生および教員の国際共

同研究参加件数

平成 30～31 年度 50 件 
平成 32～33 年度 60 件／年 
平成 34～36 年度 70～100 件／年 

研究の国際度を示す指標。

チーム型研究指導参加学

外教員数

平成 30～31 年度 －名

平成 32 年度 20 名 
平成 33 年度 35 名 
平成 34～36 年度 50 名／年 

博士後期課程学生１人につき

２人以上を想定。

LSHTM の客員教授等称

号を付与された長崎大学

教員数

平成 30～31 年度 2 名 
平成 32～33 年度 3 名 
平成 34～36 年度 5 名 

LSHTM との大学間連携を象

徴すると同時に共同研究を通

じた研究者の交流を表す指標。 

【アウトプット評価指標】

学生による国際学会発表

数

平成 30～31 年度 4 件 
平成 32～33 年度 20 件 
平成 34～36 年度 20 件／年 

特に優秀な学生はＭ２から成

果を発表することを想定。

学生による国際学術誌論

文掲載数

平成 30～31 年度 －本

平成 32 年度 4 本 
平成 33 年度 8 本 
平成 34～36 年度 16 本／年 

特に優秀な学生は修士論文を

Ｄ１でパブリッシュすること

を想定。

学生による外部奨学金獲

得数

平成 30～31 年度 2 名／年 
平成 32～33 年度 5 名／年 
平成 34～36 年度 5 名／年 

Ｍ１入学時およびＤ１進学時

を想定。

学生による競争的研究費

獲得数

平成 30～31 年度 2 名 
平成 32～33 年度 5 名／年 
平成 34～36 年度 5 名／年 

特に優秀な学生はＭ２で研究

費獲得を想定。

※適宜行を追加・削除してください。
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（機関名：長崎大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

（３）プログラムの特色，卓越性，優位性【２ページ以内】
（「最も重視する領域」を中心に，申請するプログラムが国際的な観点から見て有している特色，卓越性，優位性に関

して記入してください。） 

 本プログラムは，公募領域②「社会において多様な価値・システムを創造するような，文理融合領

域，学際領域，新領域」で申請する。本プログラムは以下に示すとおり国際的な観点から見た特色，

卓説性，優位性を持っている。

ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院との戦略的パートナーシップ（Joint PhD Degree Programme）
本プログラムの最大の特色，卓越性は，グローバルヘルスでは世界最高峰に位置するロンドン大学

衛生・熱帯医学大学院（LSHTM）に並行して学籍を持ち，両校が認める学位を取得する Joint PhD を
軸として，世界最高レベルの PhD を創出する点にある。卓越した人材を育成するうえで，最も有効な

手段は，個々の学生が，そのロールモデルとなるべき世界トップレベルの教員・研究者たちと共に，

卓越した国際共同研究・教育・対策プロジェクト等に実際に参画することである。グローバルヘルス

領域で，第 1 回，第 2 回の野口英世アフリカ賞受賞者である Brian Greenwood 教授及び Peter Piot
学長を筆頭に多くのロールモデルが集結し世界最高位に位置する LSHTM と長崎大学の戦略的パート

ナーシップを構築し，そこへ卓越した長崎大学の蓄積・経験を含む日本独自のポテンシャルを統合さ

せ，世界に貢献できる人材を輩出していくことが，本プログラムの核心である。

また，本学は LSHTM との Joint PhD Degree Programme 創出に至る前提として，平成 27 年 4 月

に LSHTM の強みである疫学・統計学のモジュールをカリキュラムに組み込んだ大学院熱帯医学・グ

ローバルヘルス研究科修士課程を設置し，国際水準の修士レベルの教育を実践してきた。本プログラ

ムでは，LSHTM の教材を織り交ぜた教育モジュールをさらに強化する。

LSHTM は，「英国の第三者評価機関である英国高等教育質保証機構の監査で高いスコアを獲得し，

2008 年には RAE 調査に基づいたタイムズ紙の評価で優れた高等研究機関のトップ 3 に位置づけられ

ている（詳細は（６）に記載）。本プログラムの修士及び博士教育にかかる教育の質は，グローバルヘ

ルスの分野で日本をリードする本学と LSHTM の連携・協働により世界トップレベルを維持すること

ができる。実際に，先行して本年 10 月からスタートする TMGH 研究科博士後期課程の Joint PhD プ

ログラムは，「LSHTM と同等の学生選抜基準，教育研究能力，厳格な学位審査基準に基づいており，

LSHTM が属するロンドン大学連合の教学委員会においてもその質が認証された。

75 年の長い伝統と歴史に基づいた感染症研究環境 
本プログラムには，熱帯医学に関する国内唯一の大学附置研究所「熱帯医学研究所」を核として，

大学全体として感染症研究を推進してきた 75 年の長い伝統と歴史に基づいた教育研究環境という強

い優位性がある。熱帯に志を有する多くの医師，研究者が長崎に集結し，アジアやアフリカのフィー

ルドに赴き，現場に根ざした研究や人材育成に尽力し，途上国の人々からの大きな信頼をかちえてき

た。また，熱帯医学研究所は文部科学省の支援による二つ COE プログラムが 10 年にわたって継続さ

れるとともに，2005 年には WHO「熱帯・新興ウイルス感染症に関する」研究協力センターに指定さ

れ，国際ネットワークが強化されるなど，日本を代表する感染症・熱帯医学研究拠点として認知され

るに至っており，その研究力は本プログラム目標達成のための重要な基盤となる。

さらに，本学は 2005 年ケニアとベトナムに常駐型拠点を設置し，フィールド研究の規模を大きく

拡大した。両拠点は文部科学省の支援により発展し，とりわけケニア拠点は，日本人・ケニア人スタ

ッフ約 100 名を要する，日本の国立大学最大のアフリカ拠点となっている。その実績は，2016 年に

ケニアのナイロビで開催された第 6 回アフリカ開発会議（TICAD６）においても大きな反響を得た。

また，ベトナム拠点は，長崎大学職員が４人常駐し，その他学内外の 52 名の研究者が参加して，ベト

ナム国立衛生疫学研究所の共同研究者 42 名と共に研究を推進している。とりわけ中部ベトナムでは，

住民 36 万人を対象とした世界トップクラスの疫学研究フィールドを立ち上げ，小児肺炎ワクチンプ

ロジェクトにビルゲイツ財団から 12 億円の研究資金を獲得した。両海外拠点に駐在する教授が大学

院生を指導できる学内規定を制定し，大学院生がより長期にわたり，熱帯病の流行地でフィールド研

究を行うことが可能な体制を整えている。本プログラムにおいては，本学が持つこれらの海外研究拠

点に加えて，LSHTM が持つガンビア及びウガンダにある海外教育研究フィールドへの学生の相互派

遣や海外フィールドを活用し卓越した共同研究を促進していく。



様式２ 

（機関名：長崎大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

また，人材育成の面においても，この強みは活かされている。2000 年度に医歯薬学総合研究科新興

感染症病態制御学系専攻（博士課程）を全国唯一の感染症に特化した博士課程として発足させた。2005
年度特色ある大学院教育 GP に採択されるなど，個性ある医学系博士課程として発展し，2012 年の博

士課程教育リーディングプログラム「熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム」

の開設につながった。このプログラムは高い評価を受けており，本学が長年築いてきた蓄積が高レベ

ルの感染症・熱帯医学教育を支えている。一方，グローバルヘルスの現場で高い実務力を発揮できる

専門家を育成するため，医歯薬学総合研究科に 2006 年より国内外の医師を対象とした熱帯医学修士

課程を，2008 年には本邦初の国際保健に特化した MPH（公衆衛生学修士）を授与することのできる

国際健康開発研究科修士課程を設置した。2015 年には両修士課程を統合・拡大改組し本卓越プログラ

ムの母体となる熱帯医学・グローバルヘルス研究科として現在に至っている。これまでに 200 名をこ

える修士を輩出し，かれらは世界各地のグローバルヘルス最前線で活躍している。

さらに長崎大学は，アフリカ大陸におけるエボラやラッサなど最も危険度の高い，いわゆるバイオ

セーフティレベル 4（BSL-４）に分類されるウイルスによる感染症の出現と繰り返される流行を背景

に，研究と人材育成を目的とする BSL-4 施設を建設すべく長年にわたりその可能性を検討してきた

が，2016 年 11 月政府に設置された感染症対策関係閣僚会議において長崎大学キャンパスへの BSL‐
4 施設設置を国策として推進することが決定され，施設設置計画が実現に向けて始動した。地域住民

の皆様のご理解の下，順調に進めば本プログラムが進行中の 2020 年の稼働が予定されている。

日本のグローバルヘルス中核拠点

本学には，本プログラムを展開するうえで他が比肩することができない以下に列記する卓越した国

内ネットワークが整備されている。

● 国立国際医療研究センター（NCGM）との連携

我が国の国際保健政策の中心にある，国立国際医療研究センター（NCGM）と連携大学院協定を締

結し，2017 年 4 月，同センター内に NCGM サテライトキャンパスを設置した。遠隔授業システムを

活用するとともに，本学の常駐教員に加えて NCGM 所属の専任教員も研究指導に参画し，首都圏に

数多く存在するグローバルヘルス教育を切望する社会人に大学院教育を提供する。既に昨秋から 4 名

の社会人大学院生が充実した学びを開始している。東京キャンパスは今後，本プログラムに首都圏を

中心に国内の真に卓越した人材を迎えるための門戸としての重要な機能を果たすことになる。2018 年

には SDGs 研究センターも設置され，国内外への情報発信機能もさらに強化された。 
● 感染症共同研究拠点

上述の BSL-4 施設は，グローバルヘルスの重要課題であるエボラウイルスなど BSL-4 病原体を取

り扱える BSL-4 施設は卓越した教育研究基盤であり，さらには LSHTM のみならず国内外の主要機

関との教育・研究ネットワークの中核に位置付けることができる。本学は，北海道大学，東北大学，

東京大学，東京医科歯科大学，大阪大学，神戸大学，九州大学及び慶應義塾大学と，2014 年 1 月に協

定書を取り交わし，相互に連携・協力して，感染症研究コンソーシアムを結成した。このコンソーシ

アムは，BSL-4 病原体研究のトップレベルの拠点形成及び感染症分野での世界をリードする人材の育

成により,  感染症に対する世界の安全・安心の向上に資することを目的としている。

● 民間企業や NPO/NGO とのネットワーク

エボラ出血熱など新興感染症の診断検査の開発（東芝，栄研化学），マラリア対策に向けた新たな技

術開発（住友化学，シスメックス），日本が開発した認証技術をアジア・アフリカの健康増進へ応用

（NEC），顧みられない熱帯感染症に対する創薬（塩野義製薬，GHIT，DNDi）等，グローバルヘル

スへ貢献をめざす民間企業や NPO/NGO とのネットワークを介した教育研究基盤も整備されている。

NEC からは「グローバルヘルス IT/IoT 維新学講座」として寄附講座が設けられる予定である。

● 省庁間を越えた政府機関との連携

上述の厚生労働省の研究機関である NCGM との連携に加えて，長崎大学は，国際協力機構(JICA)
から，国際経験豊富な実務者を教授として迎え入れ，共同で研究・教育活動を実施してきた。LSHTM
との連携は，第三国における日英科学技術協力の観点から両国大使館からも注目され，2016 年には，

両国の研究者と関係機関が一同に会して日英グローバルヘルス卓上会議をロンドンで開催した。 

プログラムの特色，卓越性，優位性が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付し

てください。（文字数や行数を考慮する必要はありません。） 
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（機関名：長崎大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：世界を動かすグローバルヘルス人材育成プログラム）

（４）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】
（学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組，大学全体の中長期的な改革構想の中

での当該申請の戦略的な位置づけ，高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発展性の
見込みについて記入してください。） 

本プログラムの目標を達成し大学全体の大学院システム改革を実現するために，学長を中心に以下

の組織体制を構築する。

● 大学院改革推進会議：学長を委員長として，大学院における教育・研究の高度化及び高機能化など，

大学全体の大学院システム改革に関する意思決定と司令塔機能を担う。理事，副学長，学域長，関連

研究科長等により構成する。本学が実施する様々な教育プログラムの目標達成のための予算・人事面

での支援方策を本会議の最重要課題に位置付け，全学的な観点から戦略を策定し，各プログラムの継

続性と発展性を担保していく。

● 卓越大学院運営委員会：大学院改革推進会議の下に，理事（教学担当）を委員長として，副学長，

学域長，プログラム責任者，プログラムコーディネーター及びロンドン大学衛生・熱帯医学大学院

（LSHTM）から派遣された国際連携委員で構成する標記委員会を置き，卓越大学院プログラム及び

リーディング大学院プログラム等の運営戦略を策定する。そして，各プログラムに於ける教育・研究

の環境整備を議論するとともに，プログラムの進捗状況をモニターし，適宜プログラムの見直しを行

なう。さらには，学位プログラム改革委員会と協力し，新しい卓越大学院プログラムを立ち上げるな

ど，卓越した教育・研究の拡大を進める。

● グローバルヘルスプログラム運営委員会：プログラム責任者を委員長に，プログラムコーディネー

ター，プログラム担当教員，国際連携委員（LSHTM）で構成し，本プログラムの教学マネジメント

を担う。さらに，本委員会の中に本学と LSHTM で組織する卓越合同学務委員会を設置し，入学から

学位取得までの全プロセスを管理することで，教育・研究・学位の質を担保する機能を果たす。

● 学位プログラム改革委員会：理事（教学担当）を委員長として，大学院改革推進会議での戦略に基

づき，卓越大学院での成果を駆動力に，既存の大学院教育の抜本的改善方法を議論・策定する。さら

には，卓越大学院運営会議と協力して，卓越大学院教育プログラムの拡大を進める。

● 教員組織改組委員会：理事（総務担当）を委員長として，社会の要請に沿った学位プログラムの高

度化と尖鋭化を柔軟に行い，大学院を改革していくための前提となる教員の学域への大括り化を実現

するために本委員会を組織する。
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● 改革推進委員会：全研究科から学長が選抜した多彩な能力とアイデアを有する優秀な若手教員を結

集させ本委員会を組織する。本委員会は，卓越大学院運営委員会及び学位プログラム改革委員会と連

携し，卓越大学院プログラムの先進性を所属する研究科の教育に組み込み，新たな卓越した教育プロ

グラムの構築に繋げ，10 年後，20 年後の長崎大学の将来を見据え，さらに世界や地域の現代的ニー

ズに対応した改革案の企画を担う。

● アドバイザリーボード：Peter Piot 学長及び Brian Greenwood 教授といったノーベル賞クラス（両

者とも LSHTM 教授でカナダのガードナー賞及び野口英世アフリカ賞受賞）の世界的権威やグローバ

ル企業の経営者等を常任顧問とし，国際的視点から助言を受け大学院改革を促進させる。

● 外部評価タスクフォース：年に 1 回外部の関係機関の委員を入れた標記会議を開催し，運営状況，

カリキュラム内容，学生の就学状況，研究内容や成果などを検討し改善策を審議する。構成委員とし

て学長，プログラム責任者，関連産業界，WHO，UNICEF 等国際機関，国立国際医療研究センター，

国立感染症研究所等国内研究機関，NGO の代表を予定している。

大学全体の改革構想における本プログラムの戦略的位置づけ： 

本学の将来構想は，グローバルヘルス分野における世界的教育研究拠点となるとともに，地域の中

核高等教育機関として地域に根差した特色ある教育・研究により地方創生を実現することである。グ

ローバル化が進行し世界や地域のニーズが多様化，高度化する一方で，本邦の 18 歳人口が減少し高等

教育全体の資源拡大が困難な状況において，将来構想を具現化する高度な「知のプロフェッショナル」

を育成するためには，大学全体の大学院システムを改革し(1)従来の７研究科に閉じた縦割りの教員組

織及び教育課程に横ぐしを入れるとともに(2)自前主義を排し大学の枠組みを超えた他の教育・研究機

関との有機的な協働態勢を構築することにより，社会のニーズに適切かつ戦略的に対応した新しい学

位プログラムを機動的に構築する必要がある。そのため，学長の強力なリーダーシップの下，従来は

研究科・学部に所属した教員を教育組織から分離し生命科学，理工学，人文社会科学の 3 学域への大

括り化を断行し，学則を始め必要な規則等の改正を迅速に行い，大学院システム改革を実現する。

本卓越大学院プログラムは，世界的教育研究拠点の人材育成面における中心戦略に位置付けられる

とともに，学内の既存研究科横断的な教員組織を構築する点，当該領域において世界のトップに位置

するロンドン大学衛生・熱帯医学大学院（LSHTM）との先進的なジョイント・ディグリー制度を採

用する点で，本学の大学院システム改革のドライビング・フォース及びロールモデルとして極めて重

要な位置付けにある。本卓越大学院プログラムを突破口に，引き続き地方創生を担う高度な知のプロ

フェッショナル育成に向けた海洋エネルギー関連大学院プログラムと人文社会科学系大学院プログラ

ムの創出を予定している。

継続性の担保と発展性の見込み：

●学長の下の大学院改革推進会議のリーダーシップにより，運営交付金機能強化経費や学長裁量経費

等の学内予算や教職員ポストを優先的に配分するとともに，大型競争的資金の獲得を組織的に優先支

援することにより継続性を担保する。また，国際的な基準に適応できるよう，本プログラム遂行の組

織基盤となる組織の設置や学則改正等を，臨機かつ迅速に行うとともに，国際連携研究戦略本部，広

報戦略本部，産学官連携戦略本部，留学生教育支援センターなどの学長直轄の戦略組織機能を充実し

本プログラムを重点支援する。さらに，全学共有スペースを活用して本プログラムに必要なスペース

を優先確保することにより継続性を担保する。

●グローバル化が進展する中，新興・再興感染症をはじめとする疾病・健康不安が，途上国・先進国

等を問わず地球規模課題となり，国際社会が協調して健康課題解決に取り組む「グローバルヘルス」

の推進は，我が国に真の安全と安心，経済発展をもたらすと共に，国際社会における我が国のプレゼ

ンスを高めることにもつながる。グローバルヘルスを推進できる突出した知のプロフェッショナルの

育成のニーズは国内外を問わず高まっており，領域自体が大きな発展性を有する。その中で，本プロ

グラムは(1)当該領域で世界をリードする LSHTM との連携を通してトップレベルの国際連携ネット

ワークの形成を展望できる点，(2)NCGM に設置した東京キャンパスで首都圏の志と能力の高い社会

人学生にも門戸を開放する点，(3)海外フィールド拠点や 2 年後に竣工予定の BSL-4 施設など教育・

研究のインフラの飛躍的充実が期待できる点等から，今後の大きな発展を期待することができる。

ポンチ絵は不要です。 
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（５）学位プログラムの継続，発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】
（学位プログラムの継続，発展のための学内外の資源の確保・活用方策について記入してください。）

本プログラムは，初年度の設備備品等を除き，世界レベルの教員の雇用，招聘費用，学生への教育

研究支援経費（海外研修費用含む）教材費等で年間約 2 億円の予算が継続的に必要となる。本学では，

採択後 4 年経過時点で初年度の 50%，7 年経過時で 100%を学内外の資源を活用する計画であり，本

プログラムの維持・発展のため，以下のとおり，学内外の資源を確保し活用していく。

優先的学内予算の確保

前述したプログラムの根幹をなす経費を，外部資金の獲得等の安定的とは言い難い資金によっての

み計画することはプログラムの質を低下させる大きな要因となる恐れがあるため，本学においては外

部資金の獲得等を推進しつつ，不足分については，学内予算の中から学長裁量経費を拡大し，学長の

リーダーシップのもと，本プログラムへの優先的配分による予算確保を行うこととする。

寄附金（長崎大学グローバルヘルス基金）の活用

学生への教育研究支援経費は，博士後期課程の学生を対象として月額 20 万円を支給することを想定

している。ただし，全学生に当然に支給するのではなく，原則として日本学術振興会等の研究奨励金

等の獲得努力をし，また卓越した人材を育成する観点から競争原理を組み込むことから，毎年 3～5
名程度（3 学年で最大 15 名程度）を対象とする。年間で最大 3 千 6 百万円程度が必要となるが，本プ

ログラムでは，この教育研究支援経費は連携する企業や趣旨に賛同いただく個人からの寄附金を財源

とすることとしている。既に本学では，グローバルヘルスを学び世界の健康課題への貢献をめざす学

生への経済支援を目的に，2015 年に長崎大学グローバルヘルス基金を立ち上げており，これまでに 4
千 3 百万円の寄附実績がある。今後は，このグローバルヘルス基金の支援内容に“卓越大学院プログ

ラム学生への就学支援”であることを明記したうえで寄附活動を展開し，企業との連携強化による，

基金の拡大・充実を図り，本プログラムの学生を支援していく。

共同研究等の推進による外部資金の活用

講義は多くの外部講師を招聘して構築する観点から，本プログラムを継続，発展していくためには，

教員の雇用及び招聘に係る経費が重要であり，年間約 1 億 1 千 8 百万円程度必要となる。また，学生

の指導に必要な研究指導経費については，研究チーム毎に年間 2 百万円（最大で 4 千 8 百万円）を配

分する予定としている。これらの経費については， LSHTM との連携によって強化された研究ネット

ワークと，設置が予定されている教育研究機関として国内唯一の BSL-4 施設を活用し，国内外の企業

等との共同研究や受託研究等による外部資金を獲得し充当していくことを想定している。特に研究指

導経費については，原則として将来的には教員が獲得する研究費から支出する。本学では，2015 年に

LSHTM と連携しビル＆メリンダ・ゲイツ財団から総額 12 億円の肺炎球菌ワクチン研究プロジェクト

を獲得しており，今後も新たなプロジェクト（特に海外の大型研究資金）を獲得し続けるよう重点支

援を行い，国際的な共同研究を推進していく。

学内教員の教育レベル向上とネットワーク構築による人材の活用

外部講師による講義を永続的に実施していくだけではなく，本学の教員自身も実際に当該外部講師

の講義を聴講し，7 年後までには同等レベルの講義を自身で実施できるまでにレベルアップすること

を目標としており，そのために自前でプログラムを維持することが可能となる自律的なサイクル（教

員評価を含めた）を構築する。また，本学は 2017 年 10 月に設置した東京の NCGM サテライトキャ

ンパスを中心として，TMGH・SDGs 研究センターを立ち上げた。本センターの活動を軸に，官公庁，

経済界及び NGO/NPO との首都圏での強固なネットワークを構築し，資金面のみならず優秀な実務家

教員の人材を確保し，本プログラムの発展性を担保するものとする。

以上のとおり，本学においては，本プログラムの目的に沿った寄附金や外部資金の獲得等による学

外資源を活用しつつ，学内予算を優先的に確保することにより，安定的な資源を確保する。 

ポンチ絵は不要です。
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（６）個別記載事項その他，プログラム全体を通じての補足説明【４ページ以内】
（個別記載事項に該当する事項のうち，ここまでの説明では用いられておらず更に説明を要する点や，その他分野の特

性等の説明を要する内容について，自由に記述してください。） 

地球規模課題としてのグローバルヘルスに果たす日本の役割

今日における途上国を含む世界の保健医療対策の考え方は，従来の熱帯医学や国際医療支援から，

グローバルヘルスの考え方へと大きく舵を切っている。感染症に関しては，AIDS やインフルエンザ

等の地球規模大流行のリスクに加えて，2014-2015 年の西アフリカにおけるエボラ出血熱のアウトブ

レイクの教訓が示すごとく，アフリカの一隅で発生・流行する感染症が，多くの人間が国境を越え超

高速で往来する現代社会においては，重要な地球規模課題の一つとなる。一方で，経済発展により生

活様式が変容している途上国における疾病構造も大きく変化し，先進国と同様に生活習慣病が主要な

死因として浮上しつつある。また，中国やインドで深刻化する大気汚染も重要な課題である。このよ

うな状況の変化に基づき，先進国・途上国の境界を越えて世界共通目線で世界の保健医療問題の解決

をめざすのがグローバルヘルスの概念である。従来の感染症や国際保健といった特定分野以外の医学

領域も糾合し，さらには社会科学等の学際的関与も含めた総合的なアプローチが必要なのである。

急速な人口の高齢化が進行するわが国においては，高齢者の生活と医療，介護が問題となり，「長寿

リスク longevity risk」への対応が個人，家族，地域，国家レベルでも課題となっており，医療サービ

スの全国民への提供（Universal Health Coverage, UHC）の持続可能性にも影がさしつつある。これ

らの国内問題は将来，世界中の国々が経験すると考えられ，その意味で我が国は人口の老齢化という

グローバルヘルスの重要課題を先駆的に経験しつつあるということができる。

このような状況の中，1998 年の G8 サミット（デンバー）において，当時の橋本首相による地球規

模の寄生虫病対策の提言（橋本イニシアティブ）を皮切りに，2000 年の九州・沖縄サミット，2008
年の洞爺湖サミット，そして 2016 年の伊勢志摩サミットと日本が主宰した全てのサミットにおいて

感染症を含む保健医療対策を最重要議題の一つに取り上げ，日本は一貫してグローバルヘルス分野に

おいて世界を主導する重要な役割をはたしてきた。また，2013 年には官民パートナーシップによる

GHIT ファンド（グローバルヘルス技術振興基金）を創設し，当該分野の科学技術イノベーションを

世界規模で推進している。グローバルヘルスは，国際貢献を通して我が国の経済発展にも大きな貢献

を果たしうる科学技術領域といえる。

このような経緯に基づき国連が全世界が共通して取り組むべき課題として設定した 2000 年のミレ

ニアム開発目標（MDGｓ）及び 2015 年の持続可能な開発目標（SDGｓ）の目標達成のために我が国

が取り組むべき柱の一つにグローバルヘルスが位置付けられるに至っている。

ところが，課題の重要性，ニーズの大きさの一方で，それを担うグローバルヘルス人材は世界規模

でも不足しているのが現状である。特にグローバルヘルス分野における博士号取得者の割合は低く，

当該領域における実務の推進，研究によるエビデンスの創出又はエビデンスに基づいた意思決定など

ができる組織のリーダーとなる卓越した人材の育成は急務である。2016 年日本政府は保健分野外交の

一環として「平和と健康のための基本方針」を策定し，実施に際しての体制整備の一つに国内の国際

保健人材の強化を掲げた。さらに，2017 年 2 月「国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議」にて

提示された「国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画」の中で，国際感染症等対応人

材の育成の必要性が強く謳われている。本卓越プログラムで養成するグローバルヘルス分野の「高度

の知のプロフェッショナル」は地球規模課題の解決を通して世界の共通目標や我が国の外交・経済戦

略の達成に大きな貢献を果たすことができる。

LSHTM の卓越性についての補足 
LSHTM は，1899 年に設立されたロンドン中心部に位置する大学である。教員数 838 名を擁する

大学で，約 120 カ国，1000 名以上の学生が，研究・学位取得のため在籍し，多数の国外教育・研究

機関と共同プロジェクトを進めている。国連組織をエイズ制圧に向け協調させることに成功したエイ

ズ合同計画（UNAIDS）の初代事務局長を務めた Peter Piot 博士（エボラ・ウイルスの発見者。2013
年第 2 回野口英世アフリカ賞受賞）が学長に就任して以来，それまでの臨床・微生物，疫学，公衆衛

生の縦割りの 3 専門領域を横につなげ，学際的研究・実践活動を促進するための学内組織再編成を成

し遂げ，グローバルヘルス時代の学術機関としてのロールモデル的存在となっている。
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2014 年の西アフリカでエボラ出血熱の大流行の際に

は，世界に先駆けて 200 名以上の大学職員を現地へ緊急

派遣し，患者診療のみならず，エボラワクチン臨床治験

を成功に導くなど，実地のフィールドで活動する学術集

団として確固たる世界の名声を得た。これらエボラ出血

熱対策等を代表とする世界規模の感染症対策における

教育・研究が評価され，Times Higher Education より

“University of the Year 2016”を受賞した。2008 年には

RAE 調査に基づいたタイムズ紙の評価で優れた高等研

究機関のトップ 3 に位置づけられた。 
以上のように数多くのロールモデル的グローバルヘ

ルス人材・研究者・教育者を輩出しており，本卓越大学

院プログラムの戦略的パートナーシップを結ぶ相手と

しては，最も理想的な大学機関である。

準備状況（特にに LSHTM との戦略的パートナーシップについて） 
本学と LSHTM は 2013 年 4 月に学術交流協定を締結し，より一層の連携を開始した。その連携が

まず形となったのが，2015 年 4 月に日本で唯一，熱帯医学及び国際保健を基礎としてグローバルヘル

スを体系的に学ぶことができ，LSHTM の強みである疫学・統計学の共通カリキュラムをモジュール

としてカリキュラムに組み込んだ長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科修士課程の設置

である。この修士課程においては，LSHTM が世界公募により雇用した教授 2 名を本学に常駐させ，

LSHTM との連携を強化していくとともに，修士学生に世界トップレベルの研究を間近に経験させる

ことで，学生自身のキャリア形成に卓越性と国際性を育んできた。また学生のみならず，常駐する

LSHTM 教員が本学教員を対象に国際的な講義の実践方法や成績の評価方法，学位審査方法，授業評

価のフィードバックなどを FD 形式で教授し国際通用性を高めてきた。また，LSHTM で雇用された

教員をサポートする本学の事務職員についても LSHTM とのクロスアポイント職員としており，教員

や学生の支援業務全ての国際化が加速した。さらに，本学をハブとし本学と連携大学院協定を締結す

る国立国際医療研究センター（NCGM）と LSHTM との連携も強化されており，長崎，東京，英国の

研究ネットワークにより合同のセミナーを毎年開催してきた。

この修士レベルの連携によりさらにパートナーシップは強化され，2017 年 12 月に国際連携専攻設

置にかかる協定を締結し，来る 2018 年 10 月からは，LSHTM と長崎大学の教員が共同して博士後期

課程の学生指導を行うグローバルヘルス国際連携専攻を設置する。定員 5 名で Joint PhD Degree 
Programme を先行的にスタートする。すでに学生選抜基準，教育・研究能力，厳格な学位審査基準

などの教育の質が LSHTM が属するロンドン大学連合の教学委員会において認められた。この国際連

携専攻では，学生が LSHTM 及び本学の教員とで実施する国際共同プロジェクトに参画し，身近に世

界トップレベルの教員から教育・研究を受けることが可能となっている。既に第 1 期生の選抜試験を

実施し，世界 7 ヶ国から 13 名（志願倍率 2.6 倍）の優秀な学生から出願があり，LSHTM との合同入

試委員会において極めて優秀な 6 名の合格者を選抜した。 
 本卓越大学院プログラムは，この世界レベルの国際連携専攻を中核とした設計となっており，当該

補助金を活用し，さらに高いレベルの教育・研究を展開していく。まず，疫学・統計学に加え，日本

に専門家が少ない医療経済や保健政策等のモジュールを強化する等，修士レベルの教育をより充実さ

せる。博士レベルについては本学が持つ海外研究拠点であるベトナム，フィリピン，ケニアの海外教

育・研究フィールドと，LSHTM が持つガンビア及びウガンダにある海外教育・研究フィールドへの

学生の相互派遣や海外フィールドを活用し卓越した共同研究を行う。既に LSHTM との連携によりビ

ル＆メリンダ・ゲイツ財団から 12 億円の研究資金を獲得し，ベトナム拠点で進行中の肺炎球菌ワクチ

ンの研究が実施されており，これをモデルにさらに多くの大型国際共同研究を展開していく。

また，以下に添付するように，LSHTM の Peter Piot 学長からも本卓越大学院プログラムについて，

これまでの本学のグローバルヘルス領域の教育・研究実績を基盤に，大学の将来構想とその実現のた

めの学長の強いリーダーシップが，本プログラムの特長である Joint PhD Degree Programme による

パートナーシップを強化し，引いてはこのプログラムの成功が，我が国の世界的健康課題への貢献に
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繋がるものとしてサポートレターをいただいており，本学や日本のみならず，このプログラムが世界

的にも必要性が高いことを証明している。

NCGM サテライトキャンパス SDGs 研究センターを起点とした首都圏ネットワーク 
昨年 4 月に東京にある国立国際医療センター（NCGM）内に開設したサテライトキャンパスは，

首都圏の社会人大学院生を受け入れ教育するとともに，NCGM を始め首都圏に存在する学術・医療機

関や政府機関，民間企業，NGO 等の様々なステークホルダーとの新たなネットワークを形成するため

のセンターとしての役割を果たしている。そのことを通して，本プログラムを含めた本学の教育・研

究の質の向上，多様性の拡大を基盤にした，新たな展開を図る。このような首都圏ネットワークのキ

ーワードとして SDGs を取り上げ，本年 4 月東京キャンパス内に SDGs 研究センターを設置した。

SDGs は，2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に

おける，持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成される。グローバ

ルヘルス領域は目標 3「すべての人に健康と福祉を」に分類されるが，グローバルヘルス課題には貧

困，災害，食糧・水問題等の複雑な要因がかかわっており，課題解決には SDGs の他の目標との連携

が非常に重要である。本センターでは，既に特別講座「よくわかる SDGs」を月１回のペースで開催

し，それを通して政財界，官公庁，地方自治体，企業，アカデミアとの活発な交流が開始されている。
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この取組みは，本プログラムの人材養成像に必要な「学術的知見を政策や社会活動に実装できる能力」

の養成に大きく貢献するとともに，首都圏ネットワークを介して我が国のグローバルヘルス教育・研

究に新たな展開をもたらし，科学技術イノベーションの推進につながるものと期待される。

本プログラムにおける総合大学としての協働態勢

長崎大学は 9 学部，7 研究科を擁する地方国立総合大学である。長崎県の中核大学として地方創生

に貢献することに加えて，グローバルヘルス領域で世界的教育研究拠点となることを目標としている。

グローバルヘルスをめぐる課題には，きわめて複雑な要因が関与しており，課題解決には学際的・分

野横断的アプローチが不可欠である。したがって，本卓越プログラムの目標達成のためには総合大学

としての叡智を糾合する協働態勢を構築していく必要がある。

これまでも熱帯医学・グローバルヘルス研究科（TMGH）修士課程における教育には，研究科の枠

組みをこえて生命科学領域の感染症，疫学，遺伝学，リスク管理，社会科学領域の国際金融，開発経

済，人類生態学等の専門家が兼任（一部専任）教員として関わってきた。研究面においても，アフリ

カのケニア拠点のロジスティクスに基づき，本学の水産学，工学の専門家が ODA 資金による「ビク

トリア湖における包括的な生態系及び水環境開発研究プロジェクト」を 2014 年から 3 年間にわたり

実施し，水産業振興と地元住民の健康増進（感染症予防を含む）に貢献する大きな成果をあげた。

本卓越プログラムではこの協働態勢をさらに大きく展開し，TMGH 研究科の 5 年一貫教育を原則と

するものの，入口における難関をクリアすることを条件に他研究科（医歯薬学，工学，環境・水産学，

多文化社会学）の学生にも門戸を開放する。そのことに伴い各研究科に所属する教員が博士前期課程

におけるモジュール科目に参画するにとどまらず，博士後期課程における研究指導にも携わることが

できる。

 さらに，学長のリーダーシップの下，各研究科・学部に所属する全教員を教育組織から分離し生命

科学，理工学，人文社会学の３学域に大括り化し，それを梃子にこの協働態勢を今後さらに拡大・充

実していく。

プログラム担当者の特筆すべき背景と業績

本プログラムの特長はグローバルヘルスに関わる極めて多様な分野の研究者や実務家の参加であ

る。中核となるのは TMGH 研究科であるが, 学内において熱帯医学研究所, 医歯薬学総合研究科，工

学研究科，水産・環境科学総合研究科及び多文化社会学研究科など多くのメンバーが積極的に加わり,
「グローバルヘルス」をキーワードとした全学的なうねりとなっている。中でも医療経済学や環境科

学の課題に取り組む若手研究者のコミットメントは本学の将来を大いに期待できる点からも貴重であ

る。また学外からも LSHTM や NCGM はもちろん, 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンターや

帯広畜産大学原虫病研究センターなどから, グローバルヘルスを考える時に避けて通れない人獣共通

感染症分野で国際的に高く評価されている研究者が参加している。さらに本プログラムでは産学連携

の面を重視しているが, 例えばグローバル企業としてトップを行く感染症の診断機器メーカーや製薬

企業の専門家などが卓越した将来性のある大学院生の教育と研究指導に進んで協力を申し出ている。

 また，本学のプログラム担当者は本卓越大学院プログラムの中でコアメンバーとして大学院生の研

究を指導して行くが,皆それにふさわしい経験と実績を持つものであり, これは様式 4 の教育や研究活

動の項を見れば一目瞭然である。以下にその一端を紹介する。

●鈴木基,有吉紅也：The Lancet Infectious Diseases 2017: 17(3): 313-321.斬新な手法を用いて 23 価

肺炎球菌ワクチンによる肺炎球菌性肺炎の血清型別予防効果を始めて明らかにした。

●森田公一：The Lancet Infectious Diseases 2017: 17(8): 805-806.ベトナムで初めてのジカ熱患者お

よび小頭症の症例を報告した。

●西田教行： Nature Medicine 2011: 17(2): 175-8.診断困難なクロイツフェルト・ヤコブ病などのプ

リオン病を高感度に検出する斬新な検査法（RT-QuIC 法）を発明した。

●カレトン リチャード：N Engl J Med 2017: 376(10): 991-3.アルテミシニン薬剤耐性マラリアのモ

ニタリングが,アフリカにおけるマラリア再流行の回避につながる可能性を示唆した。

●北 潔：Science 2016 : 352: 349-353. アトバコン耐性マラリア原虫は蚊の中では増殖できないこと

を示し, この耐性が流行地で拡散しないことを明確にした。

ポンチ絵は不要です。
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（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】
＜プログラム担当者が，大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。それ以外の場合は該

当なしと記載。＞ 
（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育リーディングプロ

グラム，その他研究支援プロジェクト等）に，当該申請のプログラム担当者が関わっている場合（プログラム責任者
として複数プログラムに関与している場合を除く）には，当該プログラム及び関与しているプログラム担当者の氏名
を明記の上，プログラムの内容，対象となる学生，経費の使用目的等，本プログラムとの違いを明確に説明してくだ
さい。 
特に博士課程教育リーディングプログラムについては，国の補助期間が終了している場合についても，継続されてい
るプログラムとの違いを上記にならい記述してください。） 

長崎大学では 2012 年度に博士課程教育リーディングプログラム「熱帯病・新興感染症制御グロー

バルリーダー育成プログラム」が採択され 2018 年度に終了する。このリーディングプログラムは「熱

帯に蔓延する感染症および国際的に脅威となる新興感染症について幅広い知識と技術, およびグロー

バルな俯瞰力を備え, 教育研究の推進と疾病制御の実践においてリーダーシップを発揮できる国際的

人材を育成すること」を目的としており, 本卓越大学院プログラムと類似した方向性の側面を持ち, そ
の設置を考えるに至る基盤ともなったプログラムである。また，このリーディングプログラムは支援

終了後も医歯薬学総合研究科博士課程の中で, 現行の定員 15 名を維持したまま継続する予定である。

大学の財源や日本学術振興会 DC 制度の活用, 留学生については文部科学省の国費留学生制度, JICA
のアフリカ感染症対策人材強化事業との連携による支援（年間上限 5 名）等により運営する。 
 本卓越大学院プログラムのプログラム担当者には，このリーディングプログラムを兼務する者（一

覧表参照）が存在する。しかし両者のめざすところは明確に異なっており, おのずから教育・研究指

導の内容は大きく違っている。リーディングプログラムは，医学分野を対象に熱帯病・新興感染症に

特化したリーダーの育成を目的としているが，本卓越大学院プログラムはグルーバルヘルスの推進に

必要な，理工系，人文社会系を含めた多様なバックグラウンドを持つ特段に優秀な学生を対象とし，

グローバルヘルスという統合課題領域において，地球規模で生じている健康課題を現場レベルで深く

理解し，その解決に向けて技術や理論を構築できる教育・研究能力を有するとともに，学術的知見を

グローバルな政策立案・実行等に結び付ける能力を兼ね備えた実践的・社会的リーダーの育成であり，

その人材像はもちろん，カリキュラムや入試のレベル, またそのポリシーも異なっている。例えば，

リーディングプログラムにおいては，英語コミュニケーションについては英語能力向上のための講義

等を配置しているが，本卓越大学院プログラムでは，その入学選抜のレベルを LSHTM と同等

（IELTS7.0 相当）に設定しており，英語コミュニケーション能力等を養成する科目等ではなく，よ

り専門性が高く問題の解決に貢献できる能力の養成をめざすなど，根本的にカリキュラム自体が異な

っている。

なお, リーディングプログラムの学生が要件を満たした場合，本卓越大学院プログラムに移行する

ことが可能となる仕組みを設定しているが，リーディングプログラムの学生が最短で本卓越大学院プ

ログラムに移行可能となるのは，2019 年度からとなるため補助金による経費の重複は発生しない。

（リーディングプログラム及び本卓越大学院プログラムを担当する教員）

氏名 所属 

森田 公一 熱帯医学研究所 

西田 教行 医歯薬学総合研究科 

金子 修 熱帯医学研究所 

濱野 真二郎 熱帯医学研究所 

平山 謙二 熱帯医学研究所 

有吉 紅也 熱帯医学研究所 

橋爪 真弘 熱帯医学研究所 

安田 二朗 熱帯医学研究所 

Culleton Richard Leighton 熱帯医学研究所 

ポンチ絵は不要です。 
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